
前年度の改善方策について実行した改善結果について       世田谷区立若林小学校 

令和６年度学校評価結果からの改善方策 改 善 結 果 

重点目標① 

探究的な学びを通して、主体的に学習に取り組む児

童の育成 

指標目標 

「私は、学校で学習した内容について理解できてい

る。」を８０．０％以上にする。→ 結果８７．０％ 

改善方策 

・探究的な学びの素地力となる基礎学力をさらに向

上させるとともに、課題発見・課題追究・まとめ・

発信の学習過程を充実させ、学習への主体性を一

層育む。 

・学習におけるＩＣＴ活用をより加速化させ、協働

的な学び及び個別最適な学びの充実を図る。 

令和７年度学校評価結果より 

・重点目標について、関係する評価項目について

は肯定的回答が８７．０％となり、指標目標を

達成することができた。一方、「学ぶことの楽し

さ」に関する評価項目については、肯定的評価

が７１．０％であった。学びの楽しさと有用さ

を実感できる授業が求められる。 

・保護者、地域アンケートにおいても、指標目標

については、肯定的回答が８０．０％以上とな

り、探究的な学びによる学力形成について成果

を感じていただいている。 

 

重点目標② 

規範意識を身に付け、自分も周りの人も大切にする

児童の育成 

指標目標 

「私は、思いやりの心をもって人と接している。」を

８０．０％以上にする。→ 結果８９．０％ 

改善方策 

・規範意識の醸成について、教育活動全体を通じて

育み、場や目的、人に応じて適切な言動がとれるよ

うに指導を継続していく。 

・学び舎あいさつ運動や自校のあいさつ運動をさら

に活性化させ、あいさつを通した児童の健全育成

を図る。 

令和７年度学校評価結果より 

・重点目標について、関係する評価項目について

は肯定的回答が８９．０％となり、指標目標を

達成することができた。一方、基本的な生活習

慣に関する評価項目については、７７．７％で

あった。時間や学校のきまりを守る意識を、生

活指導を通して高めていく。 

・保護者アンケートにおいても指標目標について

は、肯定的回答が８６．０％となり、子どもの

規範意識や思いやりの心が育成されていると

感じていただいている。一方、あいさつに関す

る評価項目においては、６５．０％であったた

め、学校・家庭・地域が連携したあいさつ指導

を今後も取り組んでいく。 

重点目標③ 

積極的に運動し、目標に向かってねばり強く取り組

む児童の育成 

指標目標 

「私は、自分が立てた目標に向かって、ねばり強く運

動に取り組んでいる。」を８０．０％以上にする。→ 

結果 ７７．０％ 

改善方策 

・体育の授業や休み時間の遊び、他の運動に関する

取組を充実させ、体を動かすことの楽しさや心地

よさを味わわせる。 

令和７年度学校評価結果より 

・重点目標について、関係する評価項目について

は肯定的回答が７７．０％となり、指標目標を

達成することができなかった。児童が立てる目

標の内容や達成するための手順、物事へのねば

り強さなど、児童一人ひとりへの指導や支援を

充実させ、次年度は、８０．０％以上となるよ

う改善を図る。 

・保護者アンケートにおいては、指標目標につい

て肯定的回答が６４．０％となり、子どもがね

ばり強く運動に向かうことについて課題と捉



・体育の授業や若小タイム（体力向上の取組）におい

て自分の目標を設定させ、その目標を達成するこ

とを意識させて運動に取り組ませる。 

えている保護者が多かった。また、校内での体

力向上の取組の充実も望んでいる。目標を設定

しての運動実践は、校内で広がってきているの

で継続させていく。 

重点目標④ 

学校や地域の特色を踏まえた魅力ある教育活動の推

進と、「世田谷杜の学び舎」における取組の充実 

指標目標 

「私は、地域や地域の人と関わる学習に、意欲的に取

り組んでいる。」を８０．０％以上にする。→ 結果

６８．０％ 

改善方策 

・地域連携型の授業のねらいや、育つ力について児

童にも理解をさらに促し、学習への主体性を育ん

でいく。 

・異校種交流をさらに充実させ、多様な交流経験か

ら自分の考えを広げ深めたりすることができるよ

うに計画していく。また、社会事象を自分事として

考え、行動に移すことができる児童を育てていく。 

令和７年度学校評価結果より 

・重点目標について、関係する評価項目について

は肯定的回答が６８．０％となり、指標目標を

達成することができなかった。学習している姿

としては、積極的に学びに向かう姿勢が見られ

たが、評価においては、実態と意識との差が大

きかった。地域連携型の学びの楽しさと探究の

やりがいを子どもにより実感させていく。 

・保護者・地域アンケートにおいては、肯定的評

価が８８．０％．９７．０％と高い数値であっ

た。学習や行事等で教育活動の充実を実感さ

れ、子どもの姿や声から高い評価を得られたと

感じている。 

重点目標⑤ 

「なりたい自分」につなげるキャリア教育の充実 

指標目標 

「私は、目標をもち、その実現に向けて努力してい

る。」を８０．０％以上にする。→ 結果８２．０％ 

改善方策 

・様々な活動の前に、活動のめあてをしっかり確認

することで、めあてへの意識を高くもって活動に

取り組むことができるようにする。そうすること

で、活動からの学びや得るものも多くあると考え

る。 

・目標に向かって努力している姿を称賛し、子ども

同士で高め合うことから成長につなげ、なりたい

自分につながるように工夫していく。 

・「キャリア・パスポート」について、児童自身が過

去の記述を見ながら自己の成長を捉え、なりたい

自分をめざして新たな目標を立てることができる

ように、本パスポートの目的を改めて子どもたち

に周知していく。 

令和７年度学校評価結果より 

・重点目標について、関係する評価項目について

は肯定的回答が８２．０％となり、指標目標を

達成することができた。担任や様々な先生から

のアドバイス・励ましも子どもたちが目標に向

かう原動力となっている。 

・保護者アンケートにおいて、本評価項目の関連

項目「本校は、子どもが立てた目標の実現のた

めに支援している。」については、肯定的評価が

５８．０％に留まった。評価を行うには難しい

項目ではあったが、キャリア教育による児童の

変容を、保護者にもよく伝わるように、実践に

ついての紹介や「キャリア・パスポート」の改

善を行っていく。地域アンケートにおいては、

関連項目「本校では、生き方や将来について考

える授業を行っていることについて知ってい

ますか。」において、肯定的回答が８２．０％と

なり、実践したことの周知に成果が見られた。 

 


